
本日の例会
４月18日㈭　�12：30～13：30
卓　話：「マザーテレサと出会って」
卓話者：守屋　祐生子様
　　　　㈱シェア・ワールド代表取締役社長
紹介者：小林征夫会員

次回の例会
５月２日㈭　�12：30～13：45
青少年奉仕フォーラム

4月11日　例会報告
司会　　　吉田秀得会員
開会点鐘　里見会長
ロータリーソング　さくらさくら
ソングリーダー　佐藤久雄会員

☆会員総数　　　　　　���34名
☆出席規定適用者数　　���26名
★本日の出席者総数　　���23名
★〃　免除者出席数　　　�3名
★本日の出席率　　　�79.31％

☆本日のゲスト　
　柳田　好史様　�ＮＰＯ法人としまＮＰＯ推進協
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第  30回例会東京池袋豊島東ロータリークラブ

【珠玉のことば】

心は楽しむべし、
苦しむべからず
（貝原益軒『養生訓』）

Rotary Club of
Tokyo Ikebukuro Toshima-East

益軒は、心の養生についても論じてい
ます。心身を健やかに保つためには、で
きるだけ心を楽しませてあげること、
できるだけ心を苦しませないようにす
ることが大切だと言うのです。ストレ
ス社会に生きる私たちは、何とかして
自分の心を楽しませる時間や場を見つ
けることが必要なのです。

台湾地震の報告

受付当番： 村上芳明 会員、衣笠傑 会員、米山慶一 会員、髙木義男 会員公共イメージ向上委員会　委員長 渡邊裕之、副委員長 加古博昭、委員 石川宜司・佐藤久雄・長尾益男

中川会員　快気祝、皆出席36年・長期在籍祝



　ニコニコ
中川会員　　�皆出席36年ありがとうございます。

事故で半年入院し皆様にご迷惑おか
けしました。こらから又がんばりま
す。宜しくお願い致します。

　
本日の合計額：10,000円
今年度ニコニコ累計額：584,700円
今年度指定ニコニコ累計：27,500円

　会長報告
１．�台北東海ＲＣへの見舞金
　　�廣内会員と事務局が台北東海ＲＣに連絡をと
った結果、見舞金については、先方の意向に
従って４月26日の創立29周年記念式典の際
に渡す予定。

　　�同ＲＣの会長・幹事からお礼の書簡―次号週
報に掲載

　幹事報告
１．�本日、合同例会出欠の締切日でしたが、５月
16日㈭例会は、17日㈮に行われます合同例
会へ振替の為、休会となります。

　Aグループホームミーティングの報告
開催日時　　2024年４月11日㈭　18時～21時
開催場所　　目白　Lamujica
参加者　　　里見雅行会長・佐藤久雄副会長・
　　　　　　榊原会長ノミニー
　　　　　　石川宜司ガバナー補佐エレクト
　　　　　　�宮部一弘・佐藤美恵子・廣内世英コ

ホスト・鈴木孝雄ホスト

テーマ　　　�『昔のロータリアン・最近のロータ
リアン』

≪意見報告≫
合併によりいろいろと例会の内容が変わった。
①�旧豊島東ＲＣでは、昔は第一例会に、誕生祝と
してビールを出していた。

②�旧豊島東ＲＣでは、昔は例会後に、卓話者とお
茶を飲む会をしていた。
③�旧豊島東ＲＣでは、会長経験者が、病気や高齢
などで、多く退会した。
④旧池袋ＲＣの意見が運営面で強いのではないか。
⑤�旧池袋ＲＣの歓迎の歌は他のクラブでは好評で
ある。
⑥�高齢会員への思いやりが必要になりつつある。
例えばプロバスクラブ採用等。
⑦�会員増強には、クラブ紹介のパンフレットが必
要だ。

合併により、それぞれの文化は違っているが、双
方の良いところを取り入れていきたい。そして一
つのクラブとして共通の体験が必要だと考える。
例えば、今後、新たな奉仕活動を、全員参加です
ることにより、一体感が沸き、クラブの統一性が
深まるのではないだろうか。

　４月11日　例会スナップ

　会長エレクト方針

東京池袋豊島東ロータリークラブ会長 
（2024～2025 年度）佐藤久雄

佐藤久雄会長エレクト

＜会長テーマ＞
アーチックRI 会長は｢ロータリーマジック｣とテーマを打ち出し、石川地区ガバナは活動方
針の合言葉を「隔たりを取り除き、“ご縁” を大切に」と打ち出され
これにより、多くの人々にロータリークラブの魅力を伝え、会員増強を図りたい‼
との活動方針に我がクラブも沿って行きたいと思います。 これらを受け、

我我ががククララブブはは「「ロローータタリリーーママジジッッククのの体体現現者者」」ににななろろうう！！

＜会長方針＞
我ら一人一人ロータリアンの言葉・行動に依って、ロータリー活動の素晴らしさと魅力を地
域に示し、理解者を増やし、会員増強に全ての活動が繋がる流れを作っていきたいと思いま
す。

＜活動計画＞
① 社会奉仕委員会を中心とした、「電子子供カルタ」の普及活動を通じて、区内の旧所名

跡の学習と在外国人の子供さん達にも普及活動を展開する。
② 全員参加の奉仕活動として、昨年までは子ども食堂やひとり親子への食糧支援活動を展

開してきましたが、今期は地域の子ども達への文化教養面の支援として地域商店街等と
タイアップした「文化芸術の都市」にふさわしい音楽を活かしたイベントを、夏休み、
冬休み、春休みのいずれかの時期に開催したい。（例えば「飛び入り子どもカラオケ大
会」の様な形で地域の子ども達とロータリアンとの絆を深めていきたい）

③ 「楽しい例会」と「為になる卓話」を、会の皆様の「ご縁」のある方々をプログラム委
員会中心に活発に展開していきたい。

④ 親睦委員会を中心に、宿泊を伴う「夜間移動例会」を行い、会員の相互理解を進めてい
きたい。

これらの活動を通じて増強に繋がる流れを作っていきたいと思います。これは私達の責務で
あり、使命であると思います。今期は皆様よろしくお願い致します。


